
《や
ま
も
と
・さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年
７
月

９
日
生
ま
れ
。
４
４
歳
。
豊
橋
南
高
校
卒

業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、
レ
ー
シ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。
１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。

２
４
歳
、
当
時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ

イ
バ
ー
デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法
人
・社

会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ
ル
ー
プ
の
統

括
本
部
長
就
任
。
２
０
１
９
年
第
２
５
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（比
例
代
表
）に

自
民
党
公
認
で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０

２
１
年
第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）に
自
民
党
公

認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直
後
か

ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必
要
性
を

訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初
の
実
証
プ
ラ

ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
２
０

２
２
年
８
月
、
初
当
選
後
一
年
に
満
た
な

い
中
、
文
部
科
学
大
臣
政
務
官

兼

復
興

大
臣
政
務
官

に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技

術
・文
化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０

２
４
年

第

５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
て
落
選
。
２
０
２
６
年
第
５
１
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
２
期
目
の
当
選
。
英
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
。
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政
府
は
、
２
０
２
７
年
（
令
和
９

年
）
４
月
１
日
か
ら
２
年
間
、
飲
食
料

品
の
消
費
税
率
を
１
％
に
引
き
下
げ
る

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
こ

れ
ま
で
税
込
１
，
０
８
０
円
だ
っ
た
食

品
は
、
単
純
計
算
で
１
，
０
１
０
円
に
。

物
価
高
が
続
く
中
、
毎
日
の
買
い
物
に

か
か
る
負
担
を
直
接
軽
く
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
。

家
計
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
一
方
、

税
率
を
大
き
く
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、

農
家
や
商
店
、
飲
食
店
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
た
な
実
務
上
の
課
題
も
生
じ
ま
す
。

特
に
、
農
業
が
盛
ん
な
こ
の
地
域
で
は
、

ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
解
説
し
ま
す
。

《
消
費
税
率
の
対
象
は
？
》

対
象
と
な
る
の
は
、
現
在
８
％
の
軽

減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
飲
食
料
品

で
す
。
対
象
範
囲
は
、
基
本
的
に
現
在

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
店
内
で
の
外
食
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
１
０
％
で
す
。
ま
た
、
週
２
回

以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
の
定
期
購
読
分

も
現
在
の
８
％
の
ま
ま
で
、
今
回
の
引

下
げ
の
対
象
外
で
す
。

《
農
家
は
「
売
る
と
き
１
％
、
買
う
と

き
１
０
％
」
》

こ
の
地
域
で
特
に
重
要
な
の
が
、
農

業
の
皆
さ
ま
へ
の
影
響
で
す
。

農
産
物
を
売
る
と
き
の
税
率
は
１
％

に
な
り
ま
す
が
、
肥
料
や
農
薬
、
燃
料
、

農
機
具
な
ど
を
買
う
と
き
は
１
０
％
の

ま
ま
で
す
。
そ
の
た
め
、
仕
入
れ
で
支

払
う
消
費
税
の
方
が
大
き
く
な
る
ケ
ー

ス
が
増
え
ま
す
。
本
来
、
こ
の
差
額
は

申
告
に
よ
っ
て
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
対
象
と
な
る
の
は
本
則
課
税
の
事

業
者
で
す
。
国
の
資
料
で
は
、
全
国
約

８
４
万
の
農
業
経
営
体
の
う
ち
、
農
産

物
販
売
金
額
５
千
万
円
以
上
の
経
営
体

は
約
３
％
。
大
多
数
の
農
家
は
、
そ
の

ま
ま
で
は
還
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
国
は
、
税
制
上
の
特
例
措
置

や
相
談
体
制
の
整
備
、
経
費
負
担
へ
の

給
付
措
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す

《
飲
食
店
は
「
店
内
１
０
％
、
持
ち
帰

り
１
％
」
に
》

影
響
を
受
け
る
の
は
、
農
家
の
皆
さ

ま
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飲
食
店
で
は
、
店
内
で
食
べ
る
場
合

は
１
０
％
の
ま
ま
で
す
が
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
は
１
％
と
な
り
ま
す
。
現
在
は

「
１
０
％
と
８
％
」
の
２
ポ
イ
ン
ト
差

で
す
が
、
こ
れ
が
「
１
０
％
と
１
％
」

の
９
ポ
イ
ン
ト
差
に
広
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
会
計
や
価
格
設
定
な
ど

実
務
へ
の
影
響
に
加
え
、
店
内
飲
食
と

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
税
率
差
が
経
営
に
与

え
る
影
響
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

国
は
、
外
食
事
業
者
に
対
す
る
資
金

繰
り
や
省
力
化
へ
の
支
援
、
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
な
ど
事
業
の
多
角
化
へ
の
支
援
を

行
う
方
針
で
す
。
食
品
製
造
・
流
通
業

も
含
め
、
具
体
的
な
支
援
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
予
算
編
成
の
中
で
検
討

さ
れ
ま
す
。

《
中
低
所
得
の
現
役
世
帯
に
は
『
就
業

者
負
担
軽
減
支
援
金
』
を
支
給
》

食
料
品
の
税
率
引
下
げ
に
加
え
、
中

低
所
得
の
現
役
勤
労
者
等
に
は
、
残
る

１
％
相
当
分
を
所
得
に
応
じ
た
給
付
で

支
援
す
る
方
針
で
す
。
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
場
合
は
、
人
数
に
応
じ
た
加

算
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
付
金
は
非
課
税
で
、
原
則
と
し
て

差
押
え
も
禁
止
。
令
和
１
１
年
度
か
ら

予
定
さ
れ
る
本
格
的
な
制
度
へ
の
「
つ

な
ぎ
」
と
し
て
、
家
計
の
負
担
を
軽
減

す
る
仕
組
み
で
す
。

《
制
度
の
詳
細
は
こ
れ
か
ら
》

政
府
の
方
針
は
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

具
体
的
な
制
度
設
計
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

今
後
、
与
党
の
税
制
改
正
大
綱
を
ま
と

め
、
秋
の
臨
時
国
会
に
関
連
法
案
を
提

出
し
、
成
立
し
て
は
じ
め
て
制
度
が
確

定
し
ま
す
。

特
に
農
家
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
関

係
す
る
特
例
措
置
や
給
付
、
手
続
き
な

ど
は
、
今
後
さ
ら
に
具
体
化
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
こ
の

紙
面
で
も
改
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。
事

務
所
で
も
ご
相
談
を
承
り
ま
す
の
で
、

ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

衆
議
院
議
員

飲
食
料
品
の
消
費
税
１
％
へ

暮
ら
し
と
産
業
へ
の
影
響
は



資料解説
衆議院議員 山本左近

山本左近の政治活動を支えるサポーターを募集しています。地元の未来を共につくる仲間として、ぜひあなたのお力をお貸し
ください。また、ポスターを屋内外に掲示いただける方がいらっしゃいましたら、事務所までご連絡ください。

是非あなたのお力を貸してください

日本を再び世界一の国へ

自民党愛知県連青年局の仲
間と、豊橋駅前にて街頭演
説を実施。あいにくの雨の
中でしたが、国政での動き
を中心にお話ししました。
街頭では、皆様からご声援
やご意見もいただきました。
ありがとうございました。

９月１３日は沖縄県知事選挙
の投票日です。
期日前も行われています。
沖縄のこれからを考える大切
な選挙です。
ぜひ、候補者それぞれの政策
や考えをご確認いただき、投
票に足を運んでください。

各国の飲食料品の消費税について

早朝の駅頭では、なんと21℃。
すっかり秋めいてきました。
８日には名古屋で線状降水帯
による豪雨が発生。河川整備
に加えて、都市型水害への対
策、インフラの強靭化、避難
体制の充実など防災・減災に
取り組み、災害に強い地域づ
くりを着実に進めます。

９月１日から、中央線等のな
い生活道路を中心に、自動車
の法定速度が30km/hに引き下
げられました。
自動車ユーザーから多くのご
意見をいただき、警察庁へ次
の３点を要望しました。
①迷わず判断できる表示を
②調査と標識・中央線等の整
備
③不意打ちとなる取り締まり
を防ぐ適正な運用の徹底

令和９年４月より １％

物価の上昇が続き、日々の生活費の負担が大きくなっています。そこで政府は、家計の負担を軽減すると
ともに、働く人がしっかりと報われる社会を目指し、飲食料品の消費税を1％へ引き下げることや、中低所
得者への「支援金」の支給を進める方針です。「がんばって働いた分だけ生活が豊かになる社会」の実現
に向け、国の政策を着実に動かしていきます。なお、スウェーデンでは、食料品の減税が消費者価格に反
映され、一定の効果が確認されたとの調査結果もあります。
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